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諏訪市議会

新体制スタート！新体制スタート！

社会文教委員会

総務産業委員会

議長・副議長
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■議　長　吉澤美樹郎
■副議長　小松孝一郎

◆議会運営委員会
　◎牛山　智明　　○井上　　登
　　岩波万佐巳　　　小山　博子 
　　牛山　　正　　　森山　博美
◆常任委員会
　◇総務産業委員会
　　◎牛山　　正　　○小泉　正幸
　　　廻本多都子　　　小松孝一郎
　　　横山　　真　　　高木　智子
　　　森山　博美
　◇社会文教委員会
　　◎小山　博子　　○藤森　靖明
　　　岩波万佐巳　　　牛山　智明
　　　井上　　登　　　近藤　一美
　　　伊藤　浩平
　◆国道バイパス特別委員会
　　◎横山　　真　　○伊藤　浩平
　　　岩波万佐巳　　　小山　博子
　　　藤森　靖明　　　森山　博美
　　　小泉　正幸

◆議会改革推進特別委員会
　◎森山　博美　　○廻本多都子
　　岩波万佐巳　　　小松孝一郎
　　小山　博子　　　牛山　　正
　　小泉　正幸
◆監査委員　伊藤　浩平
◆一部事務組合議会議員
　◇諏訪市・茅野市衛生施設組合議会議員
　　　牛山　智明　　井上　　登
　　　近藤　一美　　小山　博子
　◇諏訪中央病院組合議会議員
　　　岩波万佐巳
　◇諏訪南行政事務組合議会議員
　　　牛山　智明　　廻本多都子
　　　小泉　正幸
　◇湖周行政事務組合議会議員
　　　岩波万佐巳　　森山　博美
　　　吉澤美樹郎　　伊藤　浩平
　◇諏訪広域公立大学事務組合議会議員
　　　高木　智子　　吉澤美樹郎
　　　小泉　正幸
◆諏訪広域連合議会議員
　　　廻本多都子　　小山　博子
　　　牛山　　正　　藤森　靖明
　　　吉澤美樹郎

新議会がスタートしました ５月 13 日に行われた臨時会で、議会人事
構成が決定されました（任期２年）

議
会
人
事　

第
３
回（
５
月
）臨
時
会

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

（◎委員長　○副委員長） 

議
長  

吉
澤 
美
樹
郎

副
議
長  

小
松 

孝
一
郎

こ
の
た
び
の
正
副
議
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
正
副
議
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。職
責
の
重
大

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

お
り
ま
す
。

諏
訪
市
議
会
の
歴
史
に
恥
じ

ぬ
よ
う
、
改
革
の
歩
み
を
止
め
ず

市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
市
民

の
声
の
届
く
開
か
れ
た
議
会
の

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
執
行
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

は
も
と
よ
り
、
皆
様
と
の
対
話
を

大
切
に
し
、
闊
達
な
議
論
の
場
を

通
し
責
任
を
持
っ
て
執
行
機
関

へ
の
提
言
を
行
い
、
諏
訪
市
の
発

展
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て

ま
い
り
ま
す
。

よ
り
身
近
な
議
会
と
な
れ
る

よ
う
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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陳情の採択に伴い、２件の意見書を関係行政庁に提出しました

《全会一致で可決・採択された案件》
第 1 号
第 2 号
第 6 号
第24号
第25号
第26号
第27号
第28号
第29号
第30号
第31号
第32号
第 3 号
第 4 号
第20号
第21号
第22号

報告

同意
議案

議員議案

陳情

■

■
■

■

■

令和２年度諏訪市一般会計繰越明許費繰越計算書について
令和２年度諏訪市下水道事業会計予算繰越計算書について
諏訪市等公平委員会委員の選任について
諏訪市国民健康保険税条例の一部改正について
令和３年度諏訪市一般会計補正予算（第３号）
諏訪市固定資産評価審査委員会条例の一部改正について
諏訪市手数料徴収条例の一部改正について
諏訪市国民健康保険条例の一部改正について
諏訪市特別用途地区内における建築物の制限等に関する条例の一部改正について
諏訪市都市公園条例の一部改正について
令和３年度諏訪市一般会計補正予算（第４号）
令和３年度諏訪市一般会計補正予算（第５号）
意見書の提出について（３０人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書）
意見書の提出について（義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書）
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書
さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書

議員議案
◎３０人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書（陳情第２１号に基づく）
どの子にもゆきとどいた教育をするために、３０人学級推進と教育予算の増額をすること。また、複
式学級の学級定員を引き下げることを求めるもの。

◎義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書（陳情第２２号に基づく）
教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要不可欠な義務教育国庫負担制度を堅持し、負担
率を２分の１に復元するなど拡充することを求めるもの。

令和３年第４回（６月）定例会　審議結果

《全会一致で可決された案件》
第 5 号
第 1 号
第 2 号
第 3 号
第 4 号
第23号

同意
承認

議案

■
■

■

監査委員の選任について
専決処分の承認を求めるについて（令和２年度諏訪市一般会計補正予算（第１３号））
専決処分の承認を求めるについて（諏訪市税条例等の一部改正について）
専決処分の承認を求めるについて（諏訪市都市計画税条例の一部改正について）
専決処分の承認を求めるについて（令和３年度諏訪市一般会計補正予算（第１号））
令和３年度諏訪市一般会計補正予算（第２号）

令和３年第３回（５月）臨時会　審議結果
令和３年５月13日の臨時会では、議会人事のほかに同意1件、承認4件、議案1件が審議されました。
議案第 23号は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う県の要請に応じ、営業時間の短縮等を行った
飲食店と取引をする事業者に対する支援金の予算措置を講じるものです。商工費への補正額 1,820 万
円を審議し、全会一致で可決しました。
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議案審査の様子

◎
議
案
第
25
号　

令
和
３
年
度
諏
訪
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　　

主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　

研
究
開
発
具
現
化
力
強
化
事
業
費
に

つ
い
て
、件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

開
発
案
件
に
よ
っ
て
件
数
は
上
下
す

る
が
、昨
年
は
14
件
申
請
が
あ
っ
た
。今
年

度
も
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
26
号　

諏
訪
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

申
請
書
等
に
押
印
を
求
め
る
手
続
き
の

見
直
し
を
行
う
た
め
、
関
係
す
る
政
令
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条

例
に
規
定
す
る
書
類
に
つ
い
て
も
押
印
を

不
要
と
す
る
改
正
が
さ
れ
る
も
の
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
31
号　

令
和
３
年
度
諏
訪
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　

地
域
戦
略
費
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
区
単
位
の
採
択

が
多
い
が
他
団
体
の
申
請
は
難
し
い
の

か
。

　
　

団
体
規
約
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

等
の
条
件
が
あ
る
た
め
、
区
や
自
治
会
が

採
択
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　

土
木
費
の
道
路
改
良
事
業
費
に
つ
い

て
、地
区
要
望
に
応
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
地
域
は
。

　
　

中
浜
町
、南
澤
町
、小
川
、有
賀
、神
宮

寺
、上
金
子
、下
金
子
、大
熊
で
あ
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
陳
情
第
20
号　
「
最
低
賃
金
の
改
善
と

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
」の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

　
　

最
低
賃
金
を
１
，
５
０
０
円
に
す
る

妥
当
性
の
た
め
に
は
、
日
本
の
賃
金
体
系

を
す
べ
て
変
え
る
必
要
が
あ
る
。徐
々
に

最
低
賃
金
を
上
げ
る
の
は
賛
成
だ
が
、
か

な
り
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

社
会
全
体
の
仕
組
み
を
変
え
る
の
は

簡
単
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。中
小

企
業
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
賃
上
げ

な
ど
と
ん
で
も
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
の

で
中
小
企
業
が
潤
う
政
策
が
必
要
で
あ

り
、最
終
的
に
は
政
治
判
断
に
よ
る
。

　

最
低
賃
金
を
一
気
に
１
，
５
０
０
円
と

す
る
の
は
難
し
い
が
、
地
域
間
格
差
を
な

く
し
、全
国
一
律
最
低
賃
金
の
実
現
等
、趣

旨
は
理
解
で
き
る
。

　

全
会
一
致
趣
旨
採
択
。

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
意
見

採
択
の
結
果

主
な
質
疑

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議案審査 総務産業委員会 ６月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
委員長　牛山　 正

問答

問問

問

答答

答

一般会計補正予算 《総務産業付託分（初日即決含む）》

議案項目 補正額 主な内容

総務費 第31号

第25号

第31号

商工費

土木費

6,400 万円

3億 8,110 万円

1,600 万円

■
総
務
産
業
委
員（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　

◎
牛
山　
　

正　
　

○
小
泉　

正
幸

　
　

廻
本
多
都
子　
　
　

小
松
孝
一
郎

　
　

横
山　
　

真　
　
　

高
木　

智
子

　
　

森
山　

博
美

・財政調整基金積立金

・庁舎整備基金積立金

・地域戦略費

・新型コロナ対策事業者リフォーム補助金

・諏訪の店・スマイルクーポン負担金

・ワーケーション事業業務委託料

・観光宣伝事業費 (諏訪湖祭湖上花火Two Weeks 負担金含む )

・道路改良事業費

・市単河川改修事業費

3 億 2,500 万円
5,000 万円
610 万円
500 万円
750 万円
600 万円
4,250 万円
1,100 万円
500 万円

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。
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◎
議
案
第
24
号　

諏
訪
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
事
業
収
入
等
が
減
少
し
た
被
保

険
者
に
係
る
保
険
税
の
減
免
を
実
施
す
る

こ
と
に
伴
う
改
正
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
定
義
が
見
直
さ
れ
る

も
の
。

　
　

減
免
申
請
は
ど
の
く
ら
い
を
見
込
む

の
か
。

　
　

こ
れ
か
ら
納
税
通
知
が
出
る
た
め
、

現
時
点
で
見
込
む
の
は
難
し
い
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
25
号　

令
和
３
年
度
諏
訪
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
移
送
業
者
の
選
定
は
。

　
　

搬
送
中
に
振
動
を
与
え
な
い
こ
と
を

要
件
に
、現
在
調
整
中
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
27
号　

諏
訪
市
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
の

公
布
に
伴
い
、
本
条
例
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料
の
規
定
が
削
ら
れ

る
も
の
。

　
　

手
数
料
は
今
と
変
わ
ら
な
い
の
か
。

　
　

詳
細
は
ま
だ
だ
が
、
現
行
の
金
額
が

踏
襲
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
31
号　

令
和
３
年
度
諏
訪
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
解
体
に
お
い

て
の
調
査
は
、
ど
の
範
囲
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　

家
屋
12
軒
、物
置
２
軒
、駐
車
場
を
見

積
も
っ
て
い
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
32
号　

令
和
３
年
度
諏
訪
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
支
給
対

象
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、
総
合
支

援
資
金
の
再
貸
付
け
の
返
済
と
重
な
る
世

帯
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

返
済
は
令
和
４
年
度
か
ら
開
始
。そ

の
時
点
で
、
市
町
村
民
税
が
非
課
税
な
ら

償
還
免
除
と
な
る
。

　
　

支
給
開
始
は
。

　
　

申
請
が
あ
っ
た
月
か
ら
の
支
給
と
な

る
の
で
、
早
け
れ
ば
７
月
か
ら
開
始
と
な

る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議案審査 社会文教委員会 ６月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
委員長　小山 博子

問問 答答

民生費

項目 補正額議案 主な内容

衛生費

教育費 第31号

・子育て世帯生活支援特別給付金給付費

・老人福祉センター管理運営費

・新型コロナウイルスワクチン接種事業費

・上諏訪小学校校歌制作謝礼

・公民館分館整備費補助金

4,755 万円

1,311 万 2千円

1,051 万円

5,483 万 3千円

1,102 万 5千円

第25号

第31号

第32号

第25号

4,085 万円

1,311 万 2千円 

1,051 万円

5,483 万 3千円 

100 万円 

1,002 万 5千円 

■
社
会
文
教
委
員（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　

◎
小
山　

博
子　
　

○
藤
森 　

靖
明

　
　

岩
波
万
佐
巳　
　
　

牛
山 　

智
明

　
　

井
上　
　

登　
　
　

近
藤 　

一
美

　
　

伊
藤　

浩
平

問問 答答

問答問答

《社会文教付託分（初日・最終日即決含む）》

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

一般会計補正予算

・新型コロナウイルス感染症生活困窮者
  自立支援金関連

議案審査の様子
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●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て

　
　

民
生
・
児
童
委
員
の
方
々
の
定
期
的

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は
。

　
　

民
生
・
児
童
委
員
の
方
々
に
は
地
域

に
対
す
る
相
談
・
支
援
活
動
す
る
に
当
た

っ
て
、
感
染
防
止
の
３
つ
の
基
本
で
あ
る

「
身
体
的
距
離
の
確
保
」「
マ
ス
ク
の
着
用
」

「
手
洗
い
」の
徹
底
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
電
話
で
の
声
掛
け
や
ポ
ス
ト
確
認
等

感
染
予
防
の
徹
底
を
は
か
り
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
券
が
届
い
た
際
に
は
、
積
極
的
な
接

種
を
お
願
い
し
て
い
く
。　　
　
　
　
　

　
　

山
梨
モ
デ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
29
項

目
を
参
考
に
諏
訪
市
で
も
取
り
入
れ
て
み

て
は
。

　
　

長
野
県
で
も
５
月
６
日
よ
り
飲
食

店
、宿
泊
業
等
３
業
種
を
対
象
と
し
た「
信

州
の
安
心
な
お
店
認
証
制
度
」
が
始
ま
り

５
月
27
日
に
は
理
容
業
、美
容
業
、公
衆
浴

場
業
な
ど
10
業
種
が
追
加
さ
れ
た
。飲
食

等
サ
ー
ビ
ス
業
は
24
項
目
、
宿
泊
業
は
20

項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
定
め
て
、
具
体

的
な
取
組
内
容
を
記
載
し
た
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
を
県
知
事
に
提
出
。後
日
巡
回
員
が

店
舗
の
確
認
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
、
適

合
し
た
施
設
に
は
、
知
事
に
よ
る
認
証
と

「
信
州
の
安
心
な
お
店
の
ス
テ
ッ
カ
ー
」が

交
付
さ
れ
る
。

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業
に
つ

い
て

　
　

保
護
者
へ
の
構
想
内
容
の
説
明
は
。

　
　

年
２
回
発
行
し
て
い
る
「
未
来
創
造

あ
い
プ
ラ
ン
だ
よ
り
」を
活
用
し
、タ
ブ
レ

ッ
ト
配
備
に
関
す
る
情
報
や
２
０
２
０
年

度
か
ら
必
修
化
さ
れ
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
」
の
情
報
発
信
と
と
も
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
の
様
子
を
伝
え
て

い
く
。

　
　

学
校
机
の
大
き
さ
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

仕
様
に
あ
っ
て
い
る
か
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
大
き
さ
は
Ａ
４

サ
イ
ズ
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
り
、
児

童
生
徒
が
使
用
し
て
い
る
机
に
教
科
書
や

文
房
具
を
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
大
き
す

ぎ
る
と
の
意
見
は
出
て
い
な
い
。ま
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
際
に
は
、
各
学
校
の
情

報
担
当
者
の
先
生
方
で
構
成
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
、
教
育
現
場
の

要
望
に
沿
っ
た
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
ル
ー
ル
は（
家
庭

へ
の
持
ち
帰
り
、破
損
、故
障
の
対
象
等
）。

　
　

各
学
校
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る

前
に
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
約
束
（
暫
定

版
）」で
目
的
、使
用
す
る
場
面
、使
用
の
制

限
、
保
管
等
の
ル
ー
ル
等
を
確
認
し
て
か

ら
授
業
を
開
始
し
て
い
る
。タ
ブ
レ
ッ
ト

の
自
然
故
障
に
つ
い
て
は
、
製
品
メ
ー
カ

ー
保
障
３
年
間
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

落
下
等
に
よ
る
破
損
は
、
現
状
で
は
有
償

で
修
理
す
る
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

●
防
災
に
お
け
る
女
性
の
登
用
と
避
難

所
運
営
に
つ
い
て

　
　

市
防
災
会
議
委
員
の
女
性
の
割
合

は
。

　
　

委
員
数
34
名
の
う
ち
女
性
委
員
は
市

長
を
含
め
８
名
、割
合
は
23.5
％
。

　
　

危
機
管
理
室
へ
の
女
性
職
員
配
置
は
。

　
　

避
難
所
に
お
け
る
授
乳
ス
ペ
ー
ス
確

保
や
着
替
え
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題

で
防
災
に
お
け
る
女
性
の
視
点
を
踏
ま
え

た
取
組
が
必
要
と
の
指
摘
が
多
く
、
当
市

と
し
て
は
男
女
共
同
参
画
課
と
連
携
を
図

る
ほ
か
、
外
部
団
体
等
か
ら
も
女
性
の
視

点
か
ら
の
意
見
や
提
言
等
を
聞
き
防
災
活

動
に
役
立
て
た
い
。

　
　

県
が
公
表
し
た
浸
水
想
定
区
域
図
に

つ
い
て
、
浸
水
深
３
〜
５
ｍ
想
定
時
の
避

難
場
所
を
、
湖
南
、
四
賀
、
旧
城
北
小
学
校

校
庭
、
諏
訪
西
中
、
上
諏
訪
小
中
学
校
校

庭
、霧
ヶ
峰
等
に
設
定
し
て
は
。

　
　

提
案
の
霧
ヶ
峰
等
の
高
台
に
つ
い
て

は
、
車
で
の
避
難
場
所
候
補
地
の
一
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
移
動
時
等
交
通
面

の
課
題
や
避
難
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
安
全
確

保
等
検
討
が
必
要
。

　
　

ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
は
。

　
　

市
の
広
域
避
難
所
で
は
、
ペ
ッ
ト
専

用
の
別
室
を
一
部
で
予
定
し
て
い
る
。

代表質問 各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。掲載内容は、主な質問と答
弁であり、代表者の文責によるものです。※各議員のQRコードから代表質問の動画にリンクできます。

問答

牛山 智明

ペット同伴避難

問問 問答 答

問問問 答答答

問問 答答答

彩
風
す
わ

集団接種会場の様子（清水町体育館）
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●
国
道
20
号
バ
イ
パ
ス
　
住
民
か
ら
の

不
安
に
つ
い
て

　
　
人
口
減
少
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
、リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
増
加
、
地
産
地
消
の
振

興
、
災
害
対
策
の
進
展
な
ど
の
状
況
変
化

に
対
し
、
バ
イ
パ
ス
の
目
的
と
の
整
合
性

は
。

　
　
社
会
経
済
状
況
や
交
通
状
況
等
が
変

化
し
て
き
て
い
る
の
で
、
道
路
の
位
置
や

構
造
、規
模
な
ど
を
見
直
し
、手
続
き
を
進

め
て
い
る
、
と
の
都
市
計
画
決
定
権
者
で

あ
る
県
に
よ
る
回
答
。

　
　
活
断
層
の
破
砕
帯
を
掘
る
ト
ン
ネ
ル

工
事
で
は
出
水
事
故
が
起
こ
る
。予
測
不

可
能
の
た
め
、
凝
固
剤
や
セ
メ
ン
ト
ミ
ル

ク
で
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
制
限
す
べ
き
で

は
。

　
　
事
業
実
施
段
階
で
の
詳
細
設
計
、
工

事
計
画
の
検
討
段
階
で
、安
全
な
設
計
、施

工
方
法
を
計
画
し
て
い
く
、
と
の
事
業
者

の
長
野
国
道
事
務
所
か
ら
の
回
答
。

　
　
準
備
書
で
は
地
蔵
寺
、
秋
葉
神
社
湧

水
の
影
響
を
認
め
て
い
る
が
、
五
蔵
へ
の

影
響
を
認
め
て
い
な
い
。誰
も
が
納
得
で

き
る
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
は
。

　
　
事
業
決
定
さ
れ
れ
ば
詳
細
な
調
査
を

実
施
し
、結
果
を
説
明
し
て
い
く
。

　
　
市
長
の
意
見
は
。

　
　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
真
摯
に
受
け
止

め
、丁
寧
に
向
き
合
い
、理
解
を
深
め
た
う

え
で
、
事
業
者
の
見
解
と
照
ら
し
合
わ
せ

市
長
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

●
中
小
企
業
に
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
を

　
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
下
で
、
10

年
間
無
利
子
の
制
度
や
、
社
会
保
険
料
を

補
助
す
る
自
治
体
も
あ
る
。
当
市
で
の
さ

ら
な
る
支
援
は
。

　
　
諏
訪
市
緊
急
経
営
会
議
に
よ
る
各
金

融
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
を
行
い
、
制
度

設
計
後
、
速
や
か
に
諏
訪
市
中
小
企
業
金

融
審
査
会
に
諮
り
、
状
況
に
即
応
し
た
資

金
繰
り
に
対
応
し
て
い
く
。

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を

　
　
国
は
学
校
、
施
設
な
ど
で
早
期
に
発

見
し
て
支
援
す
る
た
め
、
自
治
体
の
独
自

の
実
態
調
査
を
提
起
し
て
い
る
が
当
市
の

調
査
、
支
援
の
方
向
は
。

　
　
諏
訪
市
の
実
態
調
査
は
現
在
の
と
こ

ろ
予
定
し
て
い
な
い
。
当
市
で
は
あ
ゆ
ス

テ
学
習
支
援
を
し
て
い
る
。
調
査
に
つ
い

て
も
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
て

い
く
。

問問 答答

井上　 登

問答問答問問 答答

代表質問

日
本
共
産
党
諏
訪
市
議
員
団

出典【国土交通省関東地方整備局長野国道事務所資料】
令和２年９月　国土交通省長野国道事務所・長野県諏訪建設事務所「一般国道
20号諏訪バイパス（長野県諏訪市～下諏訪町間）都市計画変更に向けたルート・
構造原案に関する説明会」より

グループ（会派）紹介  （◎代表者）

《彩風すわ》
◎牛山 智明　　近藤 一美　　横山　 真
　小山 博子　　牛山　 正　　藤森 靖明
　森山 博美　　小泉 正幸　　伊藤 浩平

《あしたの諏訪》
◎岩波 万佐巳　　高木 智子

《日本共産党諏訪市議員団》
◎井上　 登　　廻本 多都子

※正副議長はグループから離脱します

用

語

解

説

グループ（会派）とは
グループ（会派）とは、主義主張を同じくする議員が集まって作ることができる任意の
団体のことです。
諏訪市議会では、彩風すわ（９名）、あしたの諏訪（２名）、日本共産党諏訪市議員団（２
名）の３会派があり、議長、副議長はそれぞれ会派を離脱し無所属となります。
諏訪市議会は明確な会派制をとっています。また、議会人事や重要議案、陳情請願など
事前に会派内で議論・調整し、議会に臨みます。政務活動費なども会派で管理しています。
定例会では代表質問を行いますが各会派の所属人数により質問時間が異なり、現在彩
風すわ１３０分、あしたの諏訪・日本共産党諏訪市議員団はそれぞれ６０分となってお
ります。※算出方法【５０分 +１０分×（グループ（会派）の人数 -１）】
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代表質問

孤立させない
やさしい明日を

●
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
対
策
の
検
証
は

　
　

緊
急
対
策
に
係
る
市
の
財
政
支
出

は
。

　
　

令
和
２
年
度
緊
急
対
策
第
９
弾
ま
で

の
総
額
は
69
億
４
，
３
０
６
万
円
。う
ち

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
主
に
特
別
定
額

給
付
金
関
係
の
補
助
金
を
含
む
56
億
５
，

５
３
３
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
７
億

143
万
円
、そ
の
他
財
源
が
３
億
２
，１
３
６

万
円
。市
の
持
ち
出
し
財
源
と
な
る
一
般

財
源
は
２
億
６
，４
９
４
万
円
。そ
の
う
ち

７
，
５
０
０
万
円
は
財
政
調
整
基
金
か
ら

取
り
崩
し
た
。

　
　

子
育
て
世
帯
へ
の
す
わ
と
も
ポ
イ
ン

ト
引
き
換
え
券
配
布
事
業
の
利
用
者
率
40

％
は
低
く
な
い
か
。

　
　

約
40
％
と
低
め
だ
っ
た
の
は
、
加
盟

店
舗
数
や
児
童
、
生
徒
の
購
買
欲
に
繋
が

る
業
種
が
少
な
い
、
周
知
が
行
き
わ
た
ら

な
か
っ
た
な
ど
が
要
因
。し
か
し
、
約
１
，

１
０
０
人
の
新
規
カ
ー
ド
作
成
者
が
あ
り

一
定
の
効
果
と
考
え
る
。

　
　

小
売
店
支
援
な
ら
実
際
に
使
っ
て
い

る
層
向
け
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
的
な

事
業
を
、
子
ど
も
支
援
な
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
助
成
金
額
を
上
げ
る
な
ど

の
方
が
効
果
的
で
は
な
い
の
か
。

　
　

目
的
を
絞
り
進
め
て
い
る
。ス
ピ
ー

ド
感
も
持
っ
て
支
援
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　

今
後
も
支
援
の
必
要
性
が
続
く
こ

と
を
考
え
る
と
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
有

効
な
対
策
を
打
つ
こ
と
が
必
要
。費
用
対

効
果
、
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
と
あ
っ
た
的

確
な
対
策
を
打
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

●
市
民
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に

　
　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
概
要

は
。

　
　

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
構
築
の

た
め
、断
ら
な
い
相
談
支
援
、つ
な
が
り
や

参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り
へ
の
支
援
を
一

体
的
に
実
施
す
る
事
業
を
創
設
す
る
も

の
。

　
　

そ
の
よ
う
な
支
援
ニ
ー
ズ
の
相
談
は

ま
い
さ
ぽ
に
来
て
い
る
か
、
人
員
は
十
分

か
。

　
　

高
齢
世
帯
の
生
活
困
窮
相
談
の
中
に

ひ
き
こ
も
り
問
題
も
含
ま
れ
た
８
０
５
０

問
題
に
類
す
る
も
の
が
年
に
２
、
３
件
程

あ
る
。限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
丁
寧
な
支

援
に
努
め
て
い
る
。

　
　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
来
年

度
以
降
に
実
施
す
る
予
定
は
。

　
　

連
携
体
制
は
お
お
む
ね
整
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

　
　

ひ
き
こ
も
り
問
題
の
理
解
を
広
め
る

た
め
に
啓
発
活
動
が
必
要
で
は
。

　
　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
。今

後
、社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
、ひ
き
こ

も
り
本
人
ま
た
は
家
族
が
抵
抗
な
く
参
加

で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
の
開
催
、
情

報
交
換
で
き
る
場
の
提
供
な
ど
に
つ
い
て

検
証
し
、
早
期
相
談
へ
の
き
っ
か
け
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
進
捗
状
況
は

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上
は
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
か
ら
各
校
へ
の
情
報

共
有
、情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
、外
部

か
ら
専
門
的
助
言
を
も
ら
う
環
境
を
整
備

す
る
。

高木 智子

問問 答答

問問 答答

問 問問 答答答問答

要
望

議会
TOPICS 正副議長など議会人事を改選しました！！

令和３年５月 13日に臨時会を開会し、議長、副議長、各常任委員会、特別委員会、一部事務組合、各種
審議会等の人事構成が決定されました。
議員任期は４年ですが、正副議長、一部事務組合、各種審議会等の任期については当選後の初議会に
てその期間を２年とする事を申し合わせています（常任委員会、議会運営委員会は委員会条例で２年任
期と規定）。任期満了後の改選は５月臨時会で行うのが通例となっており、臨時会において各人事を決
定しました。正副議長は指名推選または投票により決定しますが、今回は指名推選により決まりまし
た。一部事務組合議会議員等は各グループ（会派）からの人数構成に留意しつつ全議員であたることに
なっています。

あ
し
た
の
諏
訪
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●
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を
活
用
し
た

移
住
促
進
の
取
組
に
つ
い
て

　
　

２
０
２
０
年
６
月
に
拡
充
さ
れ
た
国

の
支
援
制
度
が
あ
る
。就
職
先
を
決
め
る

際
、
こ
の
サ
ポ
ー
ト
制
度
が
決
め
手
に
な

っ
た
と
い
う
人
も
多
い
。こ
の
制
度
を
活

用
し
、
若
者
の
支
援
を
し
な
が
ら
移
住
・

定
住
の
促
進
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
と
し
て
も
、
地
元
企
業
へ
の
就
職

に
よ
る
若
者
の
定
住
は
、
大
変
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。現
在
注
力
し
て
い

る「
企
業
と
求
職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」に

つ
な
が
る
取
組
を
積
極
的
に
支
援
し
、
奨

学
金
返
還
支
援
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

は
、今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

●
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

　
　

過
日
、
緊
急
要
望
と
し
て
市
長
に
提

出
し
た
。今
後
の
取
組
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
浮
き
彫
り
に

な
り
、
声
が
あ
げ
に
く
い
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。防
災
備
品
用
の
生
理
用
品
に
つ

い
て
は
、
推
奨
使
用
期
間
の
３
年
を
目
安

に
し
、
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
方
式

で
購
入
を
進
め
る
。交
換
の
際
は
、生
活
困

窮
世
帯
等
へ
の
配
布
を
検
討
す
る
。配
布

方
法
を
検
討
し
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方

に
届
く
よ
う
に
し
た
い
。市
内
の
小
中
学

校
に
お
い
て
は
以
前
か
ら
、
保
健
室
で
生

理
用
品
の
在
庫
を
管
理
し
、
必
要
に
応
じ

て
無
償
で
提
供
し
て
い
る
。フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
で
は
、
紙
お
む
つ
な
ど
が
届
け
ら
れ

た
実
績
も
あ
る
の
で
、
早
速
の
取
組
と
し

て
、衛
生
用
品
の
品
目
を
追
加
し
て
、チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
。

●
が
ん
治
療
に
要
す
る
医
療
用
補
整
具

の
支
援
は

　
　

治
療
を
受
け
な
が
ら
、
安
心
し
て
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

が
大
切
。医
療
用
補
整
具
の
助
成
制
度
を

取
り
入
れ
て
い
る
県
区
市
町
村
は
増
え
て

い
る
が
、長
野
県
内
に
は
な
い
。医
療
用
ウ

イ
ッ
グ
と
乳
房
補
整
具
の
両
方
を
対
象
に

し
た
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

今
後
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
等
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
す

る
。

●
困
っ
た
ら
、市
に
相
談
し
よ
う
‼

　
　

市
は
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
緊
急
対
策

と
し
て
令
和
２
年
度
に
94
事
業
・
総
額
69

億
４
千
万
円
、
令
和
３
年
度
は
３
弾
・
３

億
６
千
万
円
を
実
施
し
て
い
る
。こ
れ
で

製
造
業
・
観
光
業
・
飲
食
業
が
助
か
っ
て

い
る
。し
か
し
、困
っ
て
い
る
市
民
が
増
え

て
い
る
。市
民
生
活
の
困
り
具
合
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　

令
和
２
年
度
「
ま
い
さ
ぽ
諏
訪
市※

１
」の
新
規
相
談
件
数
は
293
件
、
令
和
元
年

度
112
件
。約
８
割
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
収
入

減
や
生
活
費
の
相
談
。

※

１
自
立
支
援
制
度
に
基
づ
き
、
生
活
や
就
労
な

ど
に
困
っ
て
い
る
方
の
支
援
等
を
行
う
機

関
。市
役
所
２
階
に
窓
口
が
あ
る
。

　
　

緊
急
小
口
資
金
等
の
支
援
状
況
は
。

　
　

生
活
維
持
困
難
世
帯
に
対
す
る
緊
急

小
口
資
金
の
貸
付
は
350
件
・
約
５
千
万
円
、

総
合
支
援
資
金
の
貸
付
は
延
べ
782
件
・
約

２
億
６
千
万
円
。住
居
確
保
給
付
金※

２

は
延
べ
241
人
に
対
し
約
710
万
円
を
支
給
。

※

２
離
職
者
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
家

賃
支
払
困
難
世
帯
等
も
対
象
と
な
っ
た
。

　
　

市
民
の
困
窮
具
合
は
よ
く
見
え
な

い
。よ
ほ
ど
困
ら
な
い
と
相
談
に
来
な
い
。

ど
の
よ
う
に
手
を
差
し
伸
べ
る
の
か
。

　
　

市
民
一
人
一
人
の
困
窮
具
合
を
把
握

す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
。税
務
課
や
水

道
局
な
ど
の
相
談
窓
口
で
困
り
具
合
を
感

じ
取
り
、
連
携
し
て
支
援
に
繋
げ
る
。「
ま

い
さ
ぽ
諏
訪
市
」
な
ど
の
相
談
窓
口
に
気

軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
周
知

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
相
談
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
。

　
　
　

報
道
機
関
の
調
査
に
よ
る
と
、
1/3

以
上
を
占
め
る
収
入
減
の
人
で
も
８
割
近

く
が
支
援
制
度
を
知
ら
な
い
。ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
や
不
動
産
屋
で
聞
い
て
申
請
す
る
人

も
い
る
。状

況
に
よ
っ

て
は
返
済

減
免
制
度

も
あ
る
。制

度
の
周
知

徹
底
を
さ

ら
に
図
っ

て
ほ
し
い
。

市
民
の
方

も
困
っ
た

ら
、ま
ず
市

に
相
談
し

て
ほ
し
い
。

一般質問 市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。掲載内容は、主な質問と答弁の要旨
であり、質問者の文責によるものです。※各議員の QR コードから一般質問の動画にリンクできます。

問 答答

問問 答

問問

問

答答

答

小松 孝一郎

小山 博子

奨学金返還支援事業のチラシ
　提供：伊那市

要
望

生
活
資
金
の
貸
付
枠
を
使
い
切
っ

た
人
に
給
付
型
が
で
き
ま
し
た
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近年の集中豪雨により
諏訪湖へ流入したヨシやごみ

諏訪市博物館駐車場に設置の案内看板

横山　 真

藤森 靖明

一般質問
●
諏
訪
湖
浄
化
と
水
害
対
策
及
び
諏
訪

湖
の
堆
積
土
受
入
に
つ
い
て

　
　

諏
訪
市
の
浄
化
対
策
は
。

　
　

漁
業
、ヒ
シ
な
ど
水
環
境
や
生
態
系
、

景
観
の
問
題
な
ど
関
係
各
位
と
協
力
し
て

環
境
保
全
に
取
り
組
む
。

　
　

河
川
及
び
諏
訪
湖
の
水
害
対
策
と
し

て
上
川
整
備
促
進
状
況
は
。

　
　

諏
訪
湖
河
口
付
近
や
六
斗
橋
付
近
の

堆
積
土
除
去
工
事
を
実
施
中
で
あ
り
、
今

後
も
土
砂
の
堆
積
状
況
を
見
な
が
ら
同
様

の
工
事
を
進
め
る
。

　
　

堆
積
土
を
市
有
地
へ
受
け
入
れ
て
は
。

　
　

県
よ
り
計
画
処
分
の
提
案
及
び
協
力

依
頼
が
あ
れ
ば
、
建
設
部
と
も
連
携
し
て

必
要
な
調
整
を
行
い
、
で
き
る
か
ぎ
り
の

協
力
は
し
て
い
く
。

　
　

災
害
対
策

基
本
法
改
正
に

よ
る
新
避
難
情

報
の
周
知
方
法

は
。

　
　

回
覧
板
、チ

ラ
シ
３
０
０
０

枚
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
変
更
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
周
知
の

ほ
か
、今
後
も
各
種
媒
体
を
活
用
す
る
。

　
　

今
後
の
諏
訪
湖
漁
業
振
興
事
業
支
援

策
は
。

　
　

組
合
は
湖
周
２
市
１
町
の
漁
業
関
係

者
に
よ
り
構
成
。諏
訪
市
と
し
て
岡
谷
市
、

下
諏
訪
町
と
協
調
し
て
支
援
す
る
。

　
　

ヒ
シ
除
去
の
取
組
は
。

　
　

現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
計
画
的
な
事
業
が

組
め
な
い
が
、
団
体
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
が
あ
れ
ば
協
力
す
る
。

　
　

大
雨
に
よ
る
諏
訪
湖
流
入
ご
み
の
除

去
作
業
の
現
状
は
。

　
　

県
や
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
る
。

　
　

諏
訪
湖
清
掃
学
生
団
体
等
へ
の
支
援
は
。

　
　

次
世
代
を
担
う
地
元
高
校
生
に
よ
る

自
主
的
な
活
動
は
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ

り
可
能
な
範
囲
で
協
力
す
る
。

●
一
般
国
道
20
号
諏
訪
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て

　
　

バ
イ
パ
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
市

長
の
考
え
、
事
業
推
進
へ
の
意
志
の
再
表

明
は
。

　
　

環
境
ア
セ
ス
や
都
市
計
画
変
更
手
続

き
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
心
配
や

ご
意
見
な
ど
伺
っ
て
い
る
が
丁
寧
な
対
応

に
努
め
る
。諏
訪
市
・
圏
域
に
と
っ
て
も

重
要
な
案
件
で
あ
り
市
民
の
理
解
を
い
た

だ
け
る
よ
う
丁
寧
に
取
り
組
む
。

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
　

相
続
に
関
す
る
法
改
正
に
よ
り
期
待

す
る
効
果
は
。

　
　

所
有
者
不
明
土
地
を
抑
制
す
る
効
果

が
期
待
さ
れ
、
適
正
管
理
さ
れ
な
い
空
き

家
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。法

改
正
を
好
機
と
捉
え
取
り
組
み
、
空
き
家

対
策
を
し
っ
か
り
と
情
報
発
信
す
る
な
ど

引
き
続
き
対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

●
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

　
　

ポ
ン
プ
操
法
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

　
　

当
初
は
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
下
だ

っ
た
た
め
、
規
模
の
縮
小
等
の
感
染
対
策

を
行
っ
た
う
え
で
有
事
に
備
え
た
機
関
訓

練
等
を
含
め
た
訓
練
や
行
事
を
行
っ
て
い

た
が
、
そ
の
後
レ
ベ
ル
４
と
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
延
期
や
中
止

と
な
っ
て
い
た
。し
か
し
こ
こ
で
レ
ベ
ル

３
に
下
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
訓
練
等
は
以

前
の
よ
う
に
感
染
対
策
を
行
っ
た
う
え
で

再
開
さ
れ
る
。

　
　

団
員
報
酬
に
つ
い
て
市
の
対
応
は
。

　
　

出
動
手
当
を
報
酬
と
し
条
例
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
出
動
区
分
に
対
す

る
報
酬
単
価
等
に
つ
い
て
関
係
各
課
と
消

防
団
と
協
議
し
な
が
ら
、
次
年
度
以
降
の

条
例
改
正
に
向
け
た
準
備
を
行
う
。

●
市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備

と
活
用
に
つ
い
て

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
変
更
の
問
題

点
、地
域
希
望
へ
の
対
応
は
。

　
　

地
域
独
自
の
希
望
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
見
直
し
は
、
特
に
問
題
な

い
。た
だ
し
見
直
し
す
る
際
に
は
関
係
す

る
地
権
者
の
方
や
近
隣
住
民
へ
の
説
明
が

必
要
な
場
合
も
あ
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
地
区

や
活
動
団
体
に
よ
っ
て
判
断
が
必
要
と
考

え
る
。

　
　

コ
ー
ス
の
魅
力
向
上
の
予
定
は
。

　
　

地
域
で
設
置
し
た
案
内
看
板
等
の
更

新
を
考
え
て
い
る
区
が
あ
れ
ば
、
が
ん
ば

る
地
域
支
援
金
や
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
を
磨
く
ま
ち

づ
く
り
支
援
金
な
ど
の
支
援
制
度
が
あ
る

の
で
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
も
ら
い
、
市
と

し
て
も
、

各
区
や
団

体
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に

対
し
、
事

前
の
相
談

な
ど
協
力

を
す
る
。

問問

問

問 答答答

答

問問問問 問 答答答答 答

問問問 答答答

問問 答答
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地域包括支援センター

小泉 正幸

一般質問
●
国
道
20
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

　
　

建
設
発
生
土
は
130
万
㎥
、
必
要
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
30
万
㎥
、
こ
れ
ら
を
運
搬
す

る
大
量
の
車
両
は
ど
こ
を
通
過
さ
せ
る
の

か
。

　
　

国
土
交
通
省
や
長
野
県
で
な
い
と
回

答
で
き
な
い
の
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
具

体
的
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
未

定
。事
業
実
施
段
階
に
お
い
て
詳
細
な
検

討
を
行
い
、別
途
説
明
す
る
」と
の
回
答
。

　
　

工
事
車
両
は
国
道
20
号
ま
た
は
湖
周

道
路
を
通
行
す
る
の
か
。

　
　

事
業
決
定
前
で
、
詳
細
設
計
な
ど
行

っ
て
い
な
い
。現
段
階
で
は
答
え
ら
れ
な

い
。

　
　

工
事
車
両
の
通
行
が
で
き
な
け
れ

ば
、
ト
ン
ネ
ル
以
外
の
工
法
を
採
用
す
る

の
か
。

　
　

工
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
示
し
て
い

る
工
法
で
進
め
る
と
国
か
ら
聞
い
て
い

る
。

　
　

工
事
用
車
両
が
通
行
で
き
な
け
れ
ば

施
工
で
き
な
い
。市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

こ
の
事
業
は
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
た
め
、
仮
定
の
質
問
に
は
お
答
え
し

づ
ら
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

渋
滞
に
よ
り
市
内
道
路
へ
車
両
が
入

る
。非
常
に
危
険
に
な
る
が
安
全
対
策
は
。

　
　

極
力
生
活
道
路
を
使
用
し
な
い
よ
う

に
す
る
。今
後
検
討
し
説
明
す
る
。で
き
る

限
り
の
安
全
対
策
を
取
る
。

●
防
災
に
つ
い
て

　
　

避
難
指
示
の
具
体
的
変
更
点
は
。

　
　

従
来
の
避
難
勧
告
発
令
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
避
難
指
示
が
発
令
。早
期
避
難
を
促

す
変
更
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

５
月
31
日
に
実
施
し
た
、
図
上
訓
練

の
内
容
、成
果
、改
善
事
項
は
。

　
　

内
容
は
、
避
難
情
報
発
令
を
想
定
し

仮
定
時
刻
に
起
こ
る
気
象
情
報
、
被
害
状

況
、市
民
等
か
ら
の
通
報
等
に
基
づ
き
、迅

速
な
判
断
や
対
応
を
す
る
訓
練
を
行
っ

た
。成
果
・
改
善
事
項
は
、人
事
異
動
に
よ

り
体
制
が
変

わ
っ
た
の
で
、

基
本
的
な
流

れ
を
確
認
で

き
た
。
一
方

で
、職
員
間
の

情
報
共
有
に

不
十
分
な
点

等
が
見
ら
れ

る
等
の
課
題

が
上
が
っ
た
。

●
障
が
い
者
・
高
齢
者
福
祉
計
画

　
　

計
画
の
内
容
等
は
。

　
　

障
が
い
者
福
祉
計
画
の
施
策
は
、①

地
域
生
活
の
支
援
②
就
労
支
援
の
充
実
③

社
会
参
加
の
促
進
④
保
健
・
医
療
・
教
育

の
充
実
⑤
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
⑥
権
利
擁
護
の
推
進
。障
が
い
者
や

そ
の
介
護
者
は
社
会
か
ら
の
孤
立
や
貧

困
、就
労
の
困
難
、介
護
ス
ト
レ
ス
等
の
課

題
に
直
面
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。障
が
い

は
誰
に
で
も
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
等
、
企
業
を
含
め
た
地
域
社
会
が
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
理
解
や
配
慮
す
る
こ

と
が
重
要
。

　

高
齢
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
数
が
増
加
す
る
中
、
介
護
を
担
う
人
材

の
確
保
と
育
成
は
喫
緊
の
課
題
。

　

５
つ
の
基
本
目
標
で
あ
る
①
地
域
包
括

ケ
ア
の
強
化
②
介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り

③
社
会
参
加
と
交
流
の
推
進
④
高
齢
者
及

び
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
⑤
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
整
備
の
推
進
を
設
定
。認
知

症
等
見
守
り
シ
ー
ル
の
交
付
等
に
官
民
一

体
で
取
り
組
む
ほ
か
、
元
気
で
生
活
で
き

る
事
へ
の
幸
福
度
の
向
上
の
た
め
、
介
護

予
防
教
室
や
健
康
作
り
、生
き
が
い
作
り
、

社
会
参
加
の
促
進
を
行
う
。

●
令
和
３
年
４
月
１
日
よ
り
押
印
廃
止
！

　
　

押
印
が
必
要
な
書
類
と
廃
止
さ
れ
た

書
類
に
つ
い
て
本
人
確
認
の
方
法
は
。

　
　

婚
姻
届
等
戸
籍
の
届
出
は
、
押
印
が

必
要
。押
印
廃
止
し
た
主
な
書
類
は
、児
童

手
当
、
住
民
票
・
戸
籍
の
発
行
申
請
書
等

約
960
件
。自
署
に
よ
る
も
の
は
押
印
不
要

だ
が
、
ゴ
ム
印
・
印
字
の
場
合
は
押
印
が

必
要
。本
人
確
認
は
公
的
機
関
が
発
行
し

て
い
る
写
真
付
き
証
明
書
１
点
、
ま
た
は

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
２
点
で
必

ず
行
っ
て
い
る
。

森山 博美

問問問問 答答答答

問問問 答答答

問答

問答
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南部地区小中学校の校章

休園中の蓼科保養学園

伊藤 浩平

牛山　 正

一般質問
●
公
共
施
設
の
広
域
で
の
利
用
に
つ
い
て

　
　

６
市
町
村
の
公
共
施
設
を
同
じ
予
約

方
法
、料
金
、条
件
で
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
も
利
用
は
可
能
で
あ
る
が
、
使

用
許
可
権
限
は
各
市
町
村
が
持
っ
て
お

り
、料
金
の
統
一
は
難
し
い
。予
約
方
法
に

つ
い
て
は
岡
谷
市
、
茅
野
市
が
運
用
し
て

い
る
シ
ス
テ
ム
に
、諏
訪
市
、下
諏
訪
町
が

共
同
構
築
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

稼
働
率
向
上
、
二
重
投
資
を
抑
制
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
６
市
町
村

の
公
共
施
設
を
有
効
利
用
し
て
い
く
可
能

性
を
探
っ
て
い
く
。

●
南
部
地
区
の
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

　
　

南
部
地
区
は
、
施
設
分
離
型
小
中
学

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。学
区
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

令
和
５
年
を
目
標
に
西
部
地
区
も
含

め
て
小
中
一
貫
の
取
組
を
取
り
入
れ
て
い

く
。学
区
、
施
設
整
備
は
別
と
し
て
、
ま
ず

は
教
育
の
中
味
を
一
貫
し
て
い
く
。学
区

の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
地
区
や
育
成
会

な
ど
の
活
動
も
考
慮
し
つ
つ
、
保
護
者
や

地
域
の
方
と
十
分
協
議
し
て
進
め
る
。

　
　

南
部
地
区
の
小
中
学
校
校
舎
は
古

く
、離
れ
て
お
り
、施
設
一
体
型
の
小
中
学

校
と
し
て
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

各
校
舎
に
一
定
の
距
離
が
あ
る
こ

と
、
校
舎
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。施

設
一
体
型
の
整
備
も
そ
の
手
段
の
一
つ
と

し
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
農
地
取
得
の
下
限
面
積
の
緩
和
は

　
　

里
山
周
辺
の
地
域
を
限
定
し
た
下
限

面
積
の
引
き
下
げ
の
考
え
は
。　

　
　

里
山
周
辺
と
い
う
地
域
限
定
で
の
緩

和
に
つ
い
て
は
エ
リ
ア
の
選
定
な
ど
に
課

題
が
あ
る
。不
要
な
方
か
ら
必
要
な
方
へ

移
動
を
促
す
こ
と
が
耕
作
放
棄
地
の
解
消

の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。そ
の
他
様
々
な

方
法
で
里
山
の
放
棄
地
解
消
を
進
め
て
い

く
。他
自
治
体
の
動
向
を
確
認
し
研
究
し

て
い
く
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
中
小
企
業
支
援

　
　

Ｂ
Ｃ
Ｐ※

支
援
の
取
組
状
況
は
。

　
　

商
工
会
議
所
と
諏
訪
市
が
共
同
で
市

内
小
規
模
事
業
者
の
防
災
・
減
災
意
識
の

向
上
、促
進
を
図
る
た
め
の「
小
規
模
事
業

者
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
」
を
策
定

し
て
５
月
25
日
に
知
事
か
ら
認
定
を
受
け

た
。こ
の
計
画
に
お
い
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に

係
る
専
門
家
を
派
遣
し
、
策
定
支
援
を
行

う
計
画
と
な
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
機
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
対

象
と
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
整
備
や
見
直
し
を

「
外
部
人
材
活
用
補
助
金
」に
よ
り
支
援
を

し
て
い
く
。

※

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は…

事
業
継
続
計
画
（B

usiness 
C
ontinuity P

lan

）の
略
称
。災
害
等
の
様
々

な
リ
ス
ク
に
備
え
た
計
画
の
こ
と
。

●
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て

　
　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
な
が

る
森
林
整
備
を
。

　
　

森
林
が
持
つ
二
酸
化
炭
素
吸
収
機
能

を
充
分
発
揮
す
る
た
め
に
、
森
林
内
の
立

木
が
適
切
な
間
隔
と
な
る
よ
う
に
間
伐
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
量
が
減
少
す
る
樹
齢
の
高
い
木
は
伐
採

し
、植
林
を
す
る
と
い
う
、通
常
の
森
林
整

備
を
今
ま
で
以
上
に
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
。多
く
の
人
工
林
で
は
、収
穫
時
期
を
迎

え
て
お
り
市
有
林
・
団
体
林
を
中
心
に
搬

出
間
伐
、
更
新
伐
採（
皆
伐+

植
林
）が
順

次
行
わ
れ
て
い
る
。カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
促
進
と
木
材
利
用
の
需
要
に
応
じ

る
た
め
に
森
林
組
合
等
に
対
し
、
木
材
市

況
や
森
林
状
況
の
情
報
提
供
を
し
な
が
ら

伐
採
と
植
林
の
推
進
を
働
き
か
け
る
。

●
蓼
科
保
養
学
園
に
つ
い
て

　
　

今
後
の
運
営
は
。

　
　

施
設
老
朽
化
な
ど
い
く
つ
か
の
課
題

は
あ
げ
ら
れ
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、

今
年
度
は
年
間
を
通
じ
て
休
園
を
決
定
し

た
。当
面
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
、
来
年
度
の
運
営
に
つ
い
て
判
断
し

て
い
く
。大
正
12
年
に
小
澤
侃
二
先
生
が

開
始
し
て
か
ら
100
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
。長
期
的
な
展
望
は
関
係
者
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
検
討
を
し
て
い
く
。

問問 答答

問答

問問 答答

問問 答答

か
ん
じ
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改訂されるハザードマップ
（来年４月配布予定）

４月初旬のごみステーションの様子

岩波 万佐巳

一般質問
●
家
庭
系
燃
や
す
ご
み
の
有
料
化

　
　

２
か
月
の
総
括
に
つ
い
て
。

　
　

概
ね
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
た
。違

反
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
決

ま
っ
て
き
て
い
る
。木
く
ず
、板
切
れ
類
と

剪
定
木
、
草
類
の
出
し
方
の
問
い
合
わ
せ

が
多
い
。ゴ
ミ
の
量
は
前
年
比
で
は
減
っ

て
い
る
が
、
目
標
の
平
成
30
年
度
比
15
％

削
減
に
は
及
ば
な
い
状
況
。

　
　

証
紙
を
貼
っ
た
古
い
黄
色
の
袋
の
使

用
期
限
は
。

　
　

現
時
点
で
は
終
期
を
定
め
て
い
な

い
。排
出
状
況
を
見
て
判
断
す
る
。

　
　

証
紙
の
個
別
販
売
に
つ
い
て
は
。

　
　

取
扱
店
の
拡
大
は
難
し
い
。現
在
市

役
所
売
店
の
み
で
販
売
。開
店
時
間
は
午

前
10
時
よ
り
午
後

４
時
ま
で
。

　
　

草
類
の
袋
に

つ
い
て
は
。

　
　

中
が
確
認
で

き
る
よ
う
な
45
ℓ

以
下
の
透
明
の
袋

で
、
小
さ
い
袋
で

も
可
。

　
　

子
育
て
、
要
介
護
者
が
い
る
世
帯
へ

の
ご
み
袋
現
物
支
給
の
状
況
と
期
限
に
つ

い
て
は
。

　
　

６
月
３
日
現
在
申
請
数
は
844
件
、
対

象
者
見
込
み
の
約
44
％
が
申
請
。来
年
も

継
続
、そ
の
後
は
状
況
を
見
て
判
断
す
る
。

　
　

今
後
の
周
知
方
法
は
。

　
　

各
地
区
の
現
場
に
あ
っ
た
対
策
等
の

支
援
、媒
体
を
通
し
て
粘
り
強
く
周
知
、指

導
し
て
い
く
。

●
諏
訪
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
個
別
施
設
計
画
に
つ
い
て

　
　

機
能
を
他
施
設
に
集
約
化
し
解
体
、

廃
止
、
除
却
す
る
と
い
う
①
公
民
館
別
館

（
旧
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム
す
わ
）②
武
道
館

③
元
町
体
育
館
の
３
つ
の
施
設
に
つ
い
て

今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　

①
解
体
時
期
は
未
定
。上
諏
訪
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
性
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
・
調
整
を
し
て
い
く
。

②
築
80
年
が
経
過
し
て
お
り
、
廃
止
や
解

体
を
検
討
し
て
い
る
。③
譲
渡
も
視
野
に

入
れ
廃
止
を
模
索
し
て
い
く
。

　
　
　

３
館
と
も
時
期
は
決
ま
っ
て
い
な

い
も
の
の
な
く
な
る
こ
と
は
確
実
。施
設

の
取
り
合
い
に
な
ら
な
い
よ
う
、ま
た
、利

用
者
に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
丁
寧

な
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

●
高
齢
者
の
避
難
と
広
域
避
難
対
策
の

見
直
し
は

　
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
い
ま
だ

に
４
万
人
以
上
の
住
民
が
避
難
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。国
は
避
難
勧
告
と
指
示
を
一

本
化
し
て「
避
難
指
示
」と
し
た
が
、
高
齢

者
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　

行
動
は
変
化
な
く
、
警
戒
レ
ベ
ル
３

の
段
階
で「
高
齢
者
等
避
難
」と
名
称
が
変

化
。高
齢
者
、障
が
い
者
ま
た
そ
れ
以
外
の

方
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら
避
難
し
て
い
た

だ
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
早
め
の
避
難
を
呼
び

か
け
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
感
染
防
止
対
策

は
ど
う
か
。資
材
、備
蓄
、設
備
な
ど
は
。

　
　

避
難
所
設
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と

避
難
所
開
設
キ
ッ
ト
を
用
意
し
、
避
難
所

開
設
訓
練
の
実
施
に
よ
り
対
応
の
準
備
を

し
て
い
る
。

●
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

　
　

今
、
世
界
で
も
生
理
の
貧
困
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、無
償
提
供
や「
軽

減
税
率
」
の
対
象
と
す
る
な
ど
の
対
応
が

さ
れ
て
い
る
。現
対
応
は
。

　
　

ま
い
さ
ぽ
諏
訪
市
で
の
無
償
提
供
や

小
中
学
校
の
保
健
室
で
の
常
備
等
取
り
組

ん
で
い
る
。相
談
し
や
す
く
、ま
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
出
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
必
要
。ト

イ
レ
へ
の
常
備
は
、
在
庫
管
理
等
の
課
題

を
考
慮
し
考
え
て
い
な
い
。

●
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
生
活
保
護
制

度
は

　
　

件
数
や
内
容
な
ど
の
変
化
は
。

　
　

10
年
前
と
比
較
し
て
約
100
世
帯
の

増
、
５
年
前
よ
り
約
70
世
帯
の
増
と
増
加

傾
向
で
、高
齢
者
世
帯
の
申
請
が
、稼
働
年

齢
層
の
申
請
増
に
よ
り
60
％
以
下
と
な
っ

て
い
る
。離
職
等
に
よ
る
申
請
は
２
件
、収

入
減
に
よ
っ
て
親
族
か
ら
の
仕
送
り
の
減

少
・
喪
失
に
よ
る
保
護
開
始
が
２
件
と
コ

ロ
ナ
の
影
響
は
あ
る
。

　
　

ま
い
さ
ぽ
諏
訪
市
の
役
割
と
今
後
。

　
　

相
談
件
数
は
増
加
し
て
い
る
。今
ま

で
と
同
様
に
包
括
的
支
援
と
し
て
各
部
署

と
の
連
携
を
行
う
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
の

長
期
化
を
踏
ま
え
委
託
先
の
社
協
と
の
連

携
維
持
と
と
も
に
必
要
な
支
援
に
確
実
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

廻本 多都子

問問 答答問答

問問問問 答答答答

問問問 答答答要
望

問問 答答
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近藤 一美

一般質問
●
活
用
出
来
る
業
務
進
行
シ
ー
ト
を
め

ざ
せ
！

　
　

駐
車
場
使
用
料
の
未
請
求
229
万
円
が

発
生
。業
務
進
行
シ
ー
ト
と
は
何
か
。

　
　

個
々
の
業
務
に
つ
い
て
、
概
要
や
手

順
、留
意
点
な
ど
を
、「
見
え
る
化
」し
誰
が

担
当
し
て
も
同
質
な
結
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
処
理
の
正
確
性
と
効
率
化
を
目
的
と

し
た
シ
ー
ト
で
あ
る
。

　
　

こ
の
業
務
進
行
シ
ー
ト
に
は
、
担
当

者
が
請
求
書
を
作
成
し
た
後
、
上
司
に
報

告
欄
が
な
く
、
上
司
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
も
な

い
、不
備
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
は
業
務
進
行
シ
ー
ト
の
内
容
を

修
正
し
、上
司
へ
の
報
告
、チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
項
目
を
設
け
、

組
織
全
体
と
し
て
、
不
適
切
な
事
務
処
理

の
再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

改
め
て「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」の

基
本
を
再
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
と
今
後
は

　
　

老
人
福
祉
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た

高
齢
者
福
祉
の
拠
点
を
閉
鎖
す
る
理
由

は
。

　
　

利
用
者
の
大
幅
な
減
少
と
、
老
朽
化

に
よ
る
、維
持
費
の
増
加
に
よ
り
、今
後
の

維
持
が
難
し
い
と
判
断
し
た
。

　
　

閉
鎖
後
の
活
用
方
法
は
。

　
　

来
年
度
以
降
に
、
駅
周
辺
の
ま
ち
な

か
再
生
事
業
の
中
で
、
跡
地
利
用
の
検
討

を
始
め
る
。

　
　

代
替
え
施
設
へ
の
斡
旋
状
況
は
。　

　
　

市
公
民
館
、
す
わ
っ
チ
ャ
オ
等
の
施

設
を
示
し
、
丁
重
に
移
行
の
た
め
の
支
援

を
図
っ
て
い
く
。

●
燃
や
す
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
！

　
　

削
減
状
況
は
。

　
　

４
月
は
前
年
比
9.5
％
減
、
５
月
は
18

％
減
と
燃
や
す
ご
み
の
減
量
化
が
進
ん
で

い
る
。

　
　

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
の
補
助
金
は
。

　
　

燃
や
す
ご
み
の
40
％
は
生
ご
み
と
言

わ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
４
月
か

ら
は
、
補
助
金
額
・
補
助
率
の
拡
充
を
図

っ
た
。申
請
は
昨
年
比
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　

補
助
金
は
本
体
だ
け
が
対
象
で
あ

る
が
、
付
属
品
も
最
初
の
購
入
時
の
み
に

つ
い
て
は
対
象
に
す
べ
き
だ
。

問問問 答答答

問問問問 答答答 答

生ごみ堆肥化容器購入。本体価格
約 2000 円（75％補助金あり）防
虫・防臭剤、発酵促進剤で 1500
円は、全額自己負担。

要
望

要
望

本会議がコロナ対応となって１年。

３密を避け、定例会および通算４回の臨時会

を行いました。議場扉は引き続き開放し、理

事者側席はパーテーションを設置しました。

伊藤 浩平

岩波万佐巳

小泉 正幸

牛山 智明

牛山　 正

吉澤美樹郎

近藤 一美

横山　 真

井上　 登

廻本多都子

小松孝一郎

小山 博子

森山 博美 高木 智子 藤森 靖明

自宅から
全員集合！！

議会の新型コロナ対応
１年間、こんな対応をしました。

臨時会　開催月

令和２年 ８月・10 月

２月・５月令和３年

オンラインミーティング

オンライン研修



９人 ４人 １人

良い　　　　まあ良い　　　　普通　　　　あまり良くない　　　　良くない

すわ市議会だより　R3.8.115

議会だより モニター通信
第５期議会だよりモニターが決定しました！

前回の議会だより第８４号で公募
させていただいた結果、１５名の方
が第５期議会だよりモニターに決定
いたしました。第４期から引き続き
モニターを受けていただく方もお
り、大変嬉しく思っております。ご応
募ありがとうございました。

■議会だより第 84号のアンケート結果は以下のとおりです。

1. 本誌の内容はわかりやすいと思いますか。

ご意見・ご提案への回答

モ これだけの文字情報を掲載しながら、見にく
さをあまり感じさせません。いつもながら、
見やすく、読みやすいレイアウトになってお
り、これを当面定着させて宜しいのではない
でしょうか。

議 モニターの皆様のご意見を参考にさせてい
ただき、徐々に構成を変えてまいりました。
当面はこの記事構成で続けていきたいと思
います。

モ 議会だよりの性質上、重要な案件から順次 
ページを構成していく順当な構成です。文字
だけでなく適宜写真やイラストをバランス
良く配置しての紙面構成に工夫が見られま
す。

議 写真、イラストについては各議員が質問内容
に合わせ選んでいます。嬉しいご意見をいた
だき議員も励みになります。

モ ３頁予算審査特別委員会の前頁から続く頁
ですが、読んでいくと一息つきたくなりまし
た。紙面と内容の都合で仕方なかったかもし
れませんが、写真等欲しいと思いました。

議 ご意見ありがとうございます。見やすい紙面
となるよう努力します。

・予算案について、慎重に審議されている様子を汲み取ることができ
良い表紙だと思います。「予算なんて市職員が適当に決めているんで
しょ？」と思っている人も少なからずいらっしゃると思うので、そう
いう方も写真だけでも十分ご理解頂けるものだと思いました。
・８０周年のロゴマークは載っていて分かりやすかったです。ロゴ・
キャッチコピーと言われても、どんなものなのか分からないと質問
の意図も汲み取れないままになってしまうような気がしました。

７人 ７人

2. 表紙や見出しについてのイメージはいかがですか。

９人 ５人 １人

4. 写真や図の使い方はいかがですか。3. 紙面構成、レイアウトはいかがですか。

７人 ５人 ２人

感想

たくさんの
ご意見・ご感想
ありがとう
ございました。

モ 議モニター 議会だより編集委員

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

昨
年
の
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
様
子



お問い合わせ：諏訪市議会事務局　〒392-8511　長野県諏訪市高島 1-22-30
　　　　　　　TEL /FAX 0266-53-0261（直通）　mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp
発行 / 諏訪市議会　編集 / 議会だより編集委員会　ホームページ：www.city.suwa.lg.jp

諏訪市議会では、皆さんの傍聴をお待ちしてい
ます。本会議は当日の受付で傍聴できます。ご希
望の方は、諏訪市役所議会棟2階の議会事務局窓
口までお越しください。また、その際にアンケー
トをお配りしていますので、ご協力をお願いしま
す。託児サービスは傍聴希望日の5日前までにお
申し込みください。

本会議の様子は、LCVの「かりんちゃんね
る」で生中継しています。また代表・一般質問の
映像はYouTubeにアップしています。各議員の
QRコードを読み込むと動画が見られますので、
ぜひご覧ください。
なお、過去の本会議の会議録は、図書館、市役
所ロビー、ホームページ、議会事務局で閲覧する
ことができます。

議会に対して陳情書等を提出することがで
きます。ご意見や要望がある方は、議会に文書
でご提出ください。
締切りは８月 23 日（月）正午までです。
提出方法など、詳しくは議会事務局までお問
い合わせください。

議会を傍聴しましょう！

議会をテレビ・パソコンでみましょう！

請願・陳情を出しましょう！

9月定例会は、８月31日（火）招集予定です。　詳しい日程は、招集日のおよそ2日前に決定する予定です。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
が
新

た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ん
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、

五
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
諏
訪
市
議
会
を
知
っ
て
い
た
だ

く
大
変
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

ま
ず
は
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
、
そ
し
て
読
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
や

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
て
、
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
テ
ー

マ
や
我
々
議
員
が
伝
え
た
い
内
容

を
、
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
紙

面
で
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
委
員
一

同
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
松 

孝
一
郎

小

松

孝

一

郎

廻

本

多

都

子

高

木

智

子

藤

森

靖

明

森

山

博

美

小

泉

正

幸

※中継日程は、変更になる場合があります。
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編
集
委
員
よ
り
ひ
と
こ
と

諏訪市防災無線フリーダイヤル、メールサービスをぜひご活用ください！
■防災行政無線フリーダイヤル　0120-68-8404（無料）
■防災メールアドレス 登録方法：右記QRコードを読み込むか、
   bousai.suwa-city@raiden.ktaiwork.jpに空メールを送り、
   返信メールに従って登録してください

議会に参加しましょう

９月定例会のテレビ中継日程予定
月　日 会　　議

提案説明、議案質疑、付託
代表・一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告、採決

８月３１日（火）
９月　６日（月）
９月　７日（火）
９月　８日（水）
９月２２日（水）

諏訪市議会が新たな体制となってから初の議会である６月定例会を、緊張感ととも
に無事閉会を迎えることができました。予算関係では新型コロナ感染症に関わる議案
も多く、市民の皆さんの生活につながるものとの思いから、慎重かつスピード感を持っ
て審議をさせていただきました。
新型コロナ感染症が蔓延して以来、様々な支援策を速やかに実行するため、都度臨時

会を開催してまいりました。これからも常に皆さんに寄り添える、身近な存在となれる
よう活動してまいります。様々なイベント等が中止となり、なかなかお話する機会も減
っておりますが、議会だよりのご感想とともにお声を寄せていただけると幸いです。

議 こ ん に ち は ！長 か ら室

議長　吉澤 美樹郎
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